
「複合的な効果をもたらす施策」、
「選択的な国土利用」の視点も意識

自然維持地域 都市

人口減少による
土地利用効率の低下
・空き地、空き家の増加
・中心市街地の空洞化

担い手の減少等に
よる農地の荒廃

農山漁村
頻発する自然災害
・災害リスクの高い地域における居住
・災害復旧事業等における所有者の所在の把握が
難しい土地に関する問題

急増する太陽光発電施設等の
立地
・森林保全に影響が生じる恐れ
・景観の悪化

必要な施業が行わ
れない森林
・水源涵養機能の低下

農林業における
野生鳥獣被害

都市部における
土地利用の課題
・密集した市街地に
おける危険な建築物
等の問題

・都市型水害への対応等
自然環境の悪化・
生物多様性の損失

■国土利用・管理上の主な課題と方針（イメージ）
※国土利用計画（全国計画）では、3つの地域類型（都市、農山漁村、自然維持地域）を設定

野生鳥獣対策の推進

多面的機能の発揮に向け
た整備と保全 等

コンパクトシティの形成
空き家の有効活用 等

多面的機能の発揮に向け
た整備と保全 等

荒廃農地の転換 等

ハード対策とソフト対策
の適切な組み合わせ
オープンスペースの確保

等

より安全な地域への居住誘導
「所有から利用へ」の観点 等

周辺の土地利用状況等へ
の配慮 等

「国土管理専門委員会」における議論の全体像と今後の議論の進め方（案）

国土形成計画・
国土利用計画（全国計画）

（H27.8 閣議決定）

計画推進へ

「対流促進型国土」の形成
・ 「コンパクト＋ネットワーク」
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ステップ①：

自分たちの暮らす地域について改めて考えてみる

ステップ②：

土地の使い方を選択す

る

ステップ③：

実現に向けた具体的な

アクションを実行する

＜専門委員会における議論の全体像＞

【2017年とりまとめ】（H29.5）
「これからの国土利用・管理に対応した国土利用計画
（市町村計画）のあり方」

・第１回～第４回の議論を踏まえ、国土利用計画（市町村計画）を「国土・
土地利用に関する市町村のマスタープラン」として活用し、市町村レベル
で地域構造の転換を図っていくことを提言

【2018年とりまとめ】（H30.6）
「人口減少下の持続可能な国土の利用・管理のために」

・第５回～第８回の議論を踏まえ、市町村・地区レベルで持続可能な国土
管理のあり方を検討するに当たり、各地域が共通して直面することが多い
課題と解決の方向性について、分類、整理

管理を続けることが困難

な土地も存在

外部不経済を生じさせ

ないための適切な管理

が必要

【2019年とりまとめ】
「適切な管理が困難な土地の管理のあり方」（仮称）
※新たな施策の提言（適切な管理が困難な土地への支援等）

•適切な管理が困難な土地で生じる外部不経済を調査した上で、外
部不経済に応じた適切な管理のあり方を検討・提案

＜今後の進め方＞

第10回
～12回※

第９回（今回） ・適切な管理を続けることが困難な土地のあり方を検討する上での課題

第13回 • 2019年とりまとめ及び3カ年の全体とりまとめ

【全体とりまとめ】
「人口減少下の国土の利用・
管理に向けた提言」（仮称）

「複合的な効果をもたらす施策」
「選択的な国土利用」

持続可能な国土利用・管理に向けたステップ

※：第10回～12回の中で一度、現場視察を含めた地方開催の会議を予定
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